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研究成果概要 
検出器の光学的な特性は、レーザーを用いたキャリブレーションによって得られる。レーザーは、
337, 365, 400,420, 475 nmの波長を用いられ、検出器の上部から下に向けて光は投入され、底面
に届くまでの散乱光を検出機内の光電子増倍管で捉える。散乱光の空間分布を、対称散乱、非対称
散乱、吸収のプロセスでフィットすることにより、光学的特性のパラメーターを決定する。 
今までは対称散乱を (P1/λ4)x(1+P2/λ2) (λ:波長、P: fitting parameters) という関数でフィッ
トしてきたが、337 nmのデーターだけフィットからずれて、今まで337 nmのデーターポイントは除
外して光学的特性が求められていた。しかし、新しい関数:(P1/λ5)xexp(P2λ12) を導入することに
よって、全てのデーターポイントにadjust できるように改善された。 
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